
    

 

 

予防接種制度の見直しについて（第二次提言）（抜粋） 

 

 

平成 24 年５月 23 日 

厚 生 科 学 審 議 会 

感 染 症 分 科 会 

予 防 接 種 部 会 

 

８．関係者の役割分担 

 

○ 予防接種施策の適正な実施のための関係者の役割分担について

は、以下のようなものが考えられるが、今後、評価・検討組織に

おける議論を経た上で、予防接種の総合的な推進を図るための計

画（仮称）で定める。 

 

○ 国は、ワクチンの安全性・有効性・費用対効果等を踏まえた予

防接種の対象疾病及び対象者の決定、ワクチンの承認審査、ワク

チンの研究開発の促進と安定供給の確保、副反応報告の収集・評

価、健康被害の救済、感染症サーベイランス、迅速な情報収集と

分かりやすい情報提供、接種率の向上に向けた取組、その他予防

接種制度の適正な運営の確保等を担う。 

 

○ 都道府県は、予防接種に関わる医療関係者等の研修、緊急時に

おけるワクチンの円滑な供給の確保や連絡調整、健康被害の救済、

予防接種の安全性・有効性の向上を図るための調査への協力等を

担う。 

 

○ 市町村は、接種の実施主体として、適正かつ効率的な予防接種

の実施の確保、健康被害の救済、予防接種の安全性・有効性の向

上を図るための調査への協力、住民への情報提供等を担う。 

 

資料２－２ 



 

 

○ 医療関係者は、ワクチンの適正な接種、ワクチンの安全性・有

効性等に関する被接種者への情報提供、入念な予診、迅速な副反

応報告等の予防接種の安全性・有効性の向上を図るための調査へ

の協力など、適切な予防接種の実施を担う。 

 

○ ワクチンの製造販売・卸売販売業者は、安全かつ有効なワクチ

ンの研究開発及び安定的な供給、副反応情報の収集・報告等を担

う。 

 

 


